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 今年の夏は、各地で記録的な猛暑が続いた。そして今、実りの秋を迎え、いつもと変わらぬ

ススキの穂を見るとき、崇高なる自然へのありがたさを感じている。各学校では学校の山場で

ある２学期を迎え、充実した教育活動に取り組まれていることと思う。 
 教育基本法や学校教育法が改正され、教育を国の重要課題として位置づけ、その振興を図っ

ていくための「教育振興基本計画」も策定が進められている。また、学習指導要領改訂の作業

が大詰めを迎え、10月には中間報告、年度内には新学習指導要領が告示されるとも伝えられて
いる。 
 「ゆとり教育」「確かな学力」「生きる力」などのキーワードに加え、PISA 調査の結果や教育課程実施状況調査等の結果
を受け、「活用」という言葉が、昨年度より目を引くようになった。そこで当センターでは本年度、全国学力・学習状況調査

の結果を受けて各学校がカリキュラムや運営の改善、授業改善の支援を図るため、９教科で「活用する力の向上に向けた授

業づくりを考える研修講座」を開設したところ、国語、算数・数学、英語では定員を大幅に上回る申し込みとなり、関心の

高さが伺える。 
改革の理念や施策がキーワードで表現されることが多い。確かに単純な言葉で表現すれば複雑なことも理解しやすい。し

かし、そこには心しなければならないこともある。言葉が変わっても底流に流れるものは変わり得ないこともある。だから、

私達は単純化された「言葉」が先行し過ぎないよう、その本質をじっくり捉えたい。 
学校現場を見るとき、大多数の教員は教育的な愛情と使命感を持って日々地味な教育活動を続けている。が、情報化、都

市化、核家族化の進行を背景に学校教育が抱える課題はますます厳しい状況になっていく。その上、教員に対する期待は一

層高まってくるだろう。こうした状況を踏まえ、教員には様々な力量が求められていく。一人一人の教員が教科指導力等の

知識・能力・技術を高めることはもちろんだが、時代の変化に迅速かつ適切に対応できる専門的な力や、組織の成員として

の力・児童生徒の内面を的確に理解する力などを絶えず修得しつづけることが一層大事となる。 
今まで教育改革といわれて久しいが、基本法が改正され、「教育振興基本計画」の策定が進み、新学習指導要録が告示され

ようとしている今、まさに教育改革に入る時期を迎えているとの思いを重くしている。総合教育センターは明日の教育への

道を更に模索し、よりよい実践と結びつく研修を更に深めていきたいと願っている。 
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